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大
学
時
代
と

い
う
の
は
、
高

校
ま
で
の
束
縛

か
ら
解
放
さ

れ
、
自
分
の
意

思
で
一
歩
踏
み

出
す
時
期
で
あ

る
。
そ
ん
な
中

で
学
生
の
み
な
さ
ん
は
「
自

分
探
し
」
を
始
め
る
こ
と
だ

ろ
う
。
お
お
い
に
自
分
の
個

性
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
が
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ

で
「
個
性
」
っ
て
何
だ
か
考

え
て
み
て
ほ
し
い
▼
私
は
子

供
の
頃
か
ら
海
外
生
活
が
長

く
、
ド
イ
ツ
で
三
年
、
ア
メ

リ
カ
で
十
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
十
九
年
暮
ら
し
て

き
た
。
だ
か
ら
、
「
日
本
人

で
日
本
人
じ
ゃ
な
い
よ
う
な

も
の
ね
」
と
よ
く
言
わ
れ

る
。
そ
れ
だ
け
で
、
個
性
的

だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
▼

で
も
個
性
っ
て
そ
ん
な
も
の

だ
ろ
う
か
。
私
も
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
時
期
が

あ
る
。
で
も
、
違
っ
た
環
境

を
転
々
と
す
る
中
で
ズ
ー
っ

と
変
わ
ら
な
い
自
分
が
ど
こ

か
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ

れ
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
も
っ
た
感
性
の
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
何

か
を
強
く
求
め
る
心
。
こ
れ

が
真
実
だ
と
信
じ
る
心
。
今

成
す
べ
き
こ
と
は
こ
れ
だ
と

感
じ
る
心
。
こ
の
心
は
、
所

変
わ
っ
て
も
、
い
つ
も
あ
る

本
来
の
自
分
の
姿
の
よ
う
な

気
が
す
る
。
「
個
性
」
っ

て
、
こ
の
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
菊
地

敦
子
）
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私事で恐縮であるが、昨年９月の結婚記
念日に、遅い夏休みを兼ねて、夫と一緒に
上高地に行ってきた。夏休みといっても、
私も夫も仕事が立て込んでいて（いつもそ
うであるが）、２泊３日のささやかな休暇で
ある。それでも、滞在中は好天に恵まれ、
日中は、田代橋から田代池・大正池と、田
代橋から河童橋を通って明神池・明神橋を
まわるコースを散策して美しい自然を満喫
し、夜は、美味しいフランス料理とワイン
を楽しんだ。そして、さあ、また明日から
がんばって仕事をしようと思いながら帰途
に着いたのである。

多くの大学の教員・研
究者がそうであるよう
に、私も仕事が好きであ
る。教育も研究も、一昨
年４月からスタートした
法科大学院の講義も楽し
いし、ぼつぼつしている
弁護士の仕事も、こう言
っては依頼者の方に悪い
かもしれないが、なかな

かおもしろい。それでも、仕事は仕事だか
ら、身体的にも精神的にも疲れるし、食事
と睡眠の時間以外は仕事をするなんていう
のは絶対に無理である。私の知り合いのあ
るフランス人の労働法学者は、研究を含め
仕事は１日８時間、週４０時間、土日は家族
と休日を楽しみ、夏のバカンスは少なくと
も１カ月とり、そうでなければ良い仕事は
できないと言っていた（そして実際彼は評
価の高い論文・著書をたくさん書いてい
る）。残念ながら、私には仕事をしなくても
いい週末はほとんどないが、講義のない日
の夜は夕食をとりながらのんびりし、いろ
んな記念日やクリスマス・お正月といった
イベントは楽しみ、年に数回は旅行するこ
とで、何とか「自遊時間」を確保してい
る。
思えば、大学の学生・院生時代というの
は、人生の中の壮大な「自遊時間」であ
る。働きながら学んでいる人もいるだろう
が、大学で学生として過ごしている時間は
「自遊時間」である。これほどまとまった
「自遊時間」を享受する機会は、これから

社会に出る人にとって、今後仕事をリタイ
アするまでまずないだろうし、一度社会に
出た後大学に来た人にとっては、久しぶり
のあるいは初めてのことだろう。好きな学
問を学ぶことも、大学の図書館で本や雑誌
を読むことも、大学の友人と付き合うこと
も、大学の教師と議論することも、サーク
ル活動に打ち込むことも、ゼミでコンパを
することも、夏休みに青春１８きっぷで旅行
をすることも、大学祭で屋台のお好み焼き
を売ることも、桜の咲くキャンパスの中を
散策することも、芝生にただぼうっと寝転
がっていることも、大学の構内のベンチで
お弁当を食べながら横にいる猫におすそわ
けすることも、何と楽しく幸せなことだろ
う。
学生時代という「自遊時間」を享受する
機会を得られること自体がとても幸せなこ
とであるし、学生時代という「自遊時間」
を十分に満喫することができれば、その人
の人生全体が輝きを増し幸せで充実したも
のとなることはたぶん疑いがない。

（法科大学院教授）

川口 美貴
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こ
の
ほ
ど
米
国
の
ブ
リ
ッ
ジ

ウ
ォ
ー
タ
ー
州
立
大
学
と
の
間

に
学
生
交
換
協
定
を
締
結
し

た
。ブ

リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
州
立

大
学
は
、
ア
メ
リ
カ
最
古
の
教

員
養
成
機
関
の
ひ
と
つ
と
し
て

一
八
四
〇
年
に
創
立
さ
れ
、
現

在
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
あ

る
二
十
九
の
公
立
大
学
の
中
で

五
番
目
に
大
き
い
大
学
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ス
ト
ン
と

ケ
ー
プ
・
コ
ッ
ド
の
間
に
位
置

す
る
た
め
、
そ
の
地
域
の
五
十

一
の
市
と
町
に
住
む
百
万
人
以

上
の
住
民
に
と
っ
て
教
育
の
拠

点
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
。
大

学
の
全
建
物
に
は
ビ
デ
オ
や
デ

ー
タ
送
信
を
高
速
で
行
え
る
設

備
が
整
っ
て
お
り
、
一
年
を
通

じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
学
生
、
教
員
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
勤
労
者
に
も
提
供
し
て
い

る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
の
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー

タ
ー
の
中
心
部
に
位
置

し
、
約
九
十
五
万
平
方

�
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
学
部
学
生
七
千

九
十
三
人
、
大
学
院
学

生
千
七
百
七
十
九
人
と

教
員
二
百
六
十
四
人（
二

〇
〇
五
年
春
現
在
）
を

擁
し
て
い
る
。

ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ

ー
州
立
大
学
は
、
教
員
養
成
に

重
点
を
お
い
て
き
た
歴
史
を
持

つ
一
方
、
教
養
学
部
、
教
育
学

部
お
よ
び
経
営
・
航
空
科
学
部

の
ど
の
学
部
で
も
多
様
な
学
士

号
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
ち
、

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
に

あ
る
公
立
大
学
の
中
で
唯
一
、

四
年
制
の
航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
い
る
。
同
大
学
と
日

本
の
結
び
つ
き
は
、
明
治
政
府

が
当
時
愛
知
師
範
学
校
長
で
あ

っ
た
伊
沢
修
二
氏
を
同
大
学
へ

派
遣
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、

百
年
以
上
に
も
わ
た
り
、
現
在

も
多
く
の
日
本
人
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
本
学
と
の
学
生

交
流
に
お
い
て
も
、
毎
年
二
人

枠
で
交
換
を
行
う
が
、
今
年
秋

に
平
成
十
九
年
度
交
換
派
遣
留

学
生
の
募
集
を
行
う
の
で
、
同

大
学
へ
の
留
学
を
希
望
す
る
者

は
お
お
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
。

ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
州
立

大
学
は
本
学
に
と
っ
て
、
米
国

で
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
、
ウ
ェ
ブ

ス
タ
ー
大
学
、
ア
リ
ゾ
ナ
大
学

に
続
く
四
番
目
、
全
体
で
は
二

十
五
番
目
の
協
定
大
学
と
な
る

が
、
引
き
続
き
、
米
国
の
他
の

大
学
と
の
協
定
締
結
に
向
け
て

の
交
渉
を
進
め
て
い
る
。
昨
年

は
、
世
界
各
地
の
七
つ
の
大
学

が
本
学
の
協
定
大
学
と
な
っ
た

が
、
本
学
の
国
際
交
流
に
関
す

る
新
構
想
に
基
づ
い
て
、
平
成

二
十
一
年
ま
で
に
五
十
校
を
め

ざ
し
て
協
定
大
学
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

「
関
西
大
学
ド
ミ
ト
リ
ー
月

が
丘
」
の
改
装
披
露
が
、
一
月

二
十
一
日
に
執
り
行
わ
れ
、
森

本
靖
一
郎
理
事
長
、
河
田
悌
一

学
長
を
は
じ
め
、
大
学
お
よ
び

工
事
関
係
者
の
ほ
か
来
賓
を
含

め
約
六
十
人
が
出
席
し
、
建
物

の
改
装
を
祝
っ
た
。

こ
の
建
物
は
昭
和
四
十
四
年

か
ら
三
十
六
年
間
に
わ
た
り
、

男
子
寮
（
北
斗
寮
）
と
し
て
使

用
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
、
経

年
劣
化
に
伴
い
改
装
さ
れ
て
、

女
子
寮
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
、
徒
歩
十
五
分
程

度
の
閑
静
な
住
宅
街
に
位
置

し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地

上
四
階
、
地
下
一
階
、
延
床
面

積
約
三
千
三
百
四
十
一
平
方

�
、
寮
室
五
十
一
室
（
百
二
人

定
員
）
を
有
し
て
い
る
。
地
下

に
は
大
浴
場
、
読
書
室
、
二
部

屋
の
和
室
、
食
堂
ホ
ー
ル
な
ど

の
共
用
施
設
が
あ
り
、
一
階
か

ら
四
階
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
寮
室

に
加
え
て
自
炊
可
能
な
パ
ン
ト

リ
ー
や
乾
燥
機
を
備
え
た
洗
濯

室
、
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
、
談
話

室
な
ど
が
あ
る
。
各
階
の
談
話

室
の
窓
は
色
鮮
や
か
な
ア
ー
ト

ガ
ラ
ス
で
飾
ら
れ
、
ス
ク
ー
ル

カ
ラ
ー
の
紫
紺
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
薄
紫
色
の
外
観
に
彩
を
添
え

て
い
る
。
在
寮
期
間
は
原
則
と

し
て
一
、
二
年
次
生
対
象
の
二

年
間
で
あ
り
、
新
入
生
が
大
阪

で
の
生
活
や
大
学
で
の
勉
強
に

な
れ
る
ま
で
、
安
心
し
て
新
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

る
。
ま
た
、
二
人
部
屋
と
な
っ

て
い
る
寮
室
で
は
、
世
界
中
か

ら
の
留
学
生
と
日
本
人
寮
生
が

ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
し
て
ペ
ア
で

生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。

入
寮
者
募
集
は
新
入
生
に
限
定

募
集
は
新
入
生
に
限
定
し
て

行
う
の
で
、
入
寮
を
希
望
す
る

人
は
、
合
格
通
知
も
し
く
は
入

学
手
続
き
案
内
二
（
受
験
形
態

に
よ
り
異
な
る
）
に
同
封
し
て

あ
る
「
平
成
十
八
年
学
生
寮
・

下
宿
に
つ
い
て
」
を
参
照
の
こ

と
。

学
生
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
課

外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環

と
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

生
野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
見
学
会
が

昨
年
十
一
月
二
十
九
日
に
開
催

さ
れ
、
参
加
者
二
十
七
人
（
学

生
十
八
人
、
教
職
員
九
人
）
が

生
野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
に
お
い

て
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
と
の
関

係
を
歴
史
的
・
社
会
的
な
側
面

か
ら
学
ん
だ
。

参
加
者
は
、
コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
の
宋
氏
の
案
内
に
よ

り
、
見
学
会
の
ス
タ
ー
ト
地
点

で
あ
る
国
際
市
場
へ
と
向
か
っ

た
。
こ
の
市
場
で
は
百
二
十
余

り
あ
る
店
舗
の
う
ち
、
三
分
の

二
余
り
が
在
日
コ
リ
ア
ン
の
人

び
と
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
お

り
、
色
と
り
ど
り
の
チ
マ
・
チ

ョ
ゴ
リ
（
民
族
衣
装
）、
民
族
雑

貨
、
韓
国
食
材
な
ど
を
取
り
扱

う
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

そ
の
後
、
御
幸
森
神
社
、
御

幸
森
小
学
校
、
大
阪
朝
鮮
第
四

初
級
学
校
へ
と
続
く
コ
ー
ス
を

訪
ね
、
一
帯
の
歴
史
的
背
景

や
、
現
在
抱
え
て
い
る
諸
問
題

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

さ
ら
に
、
宋
氏
に
よ
る
「
生

野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
歴
史
と
現

状
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
と
い

う
講
演
を
一
時
間
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
聴
講
し
た
。
質
疑
応
答

の
時
間
に
は
、
多
数
の
参
加
学

生
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
、
改
め

て
そ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ

た
。
気
が
付
け
ば
、
当
初
の
終

了
予
定
時
間
を
大
幅
に
延
長
す

る
形
で
の
閉
会
と
な
っ
た
。

（
学
生
生
活
課
）

○
土
木
学
会

◆
第
六
十
回
土
木
学
会
年
次
学

術
講
演
会
優
秀
発
表
賞

工
学
研
究
科
Ｍ
二

牧

祥

司
、
Ｍ
一

大
槻

敏
、
清

水

俊
友

（
平
成
十
七
年
九
月
七
日
）

○
日
本
機
械
学
会

◆
標
準
事
業
貢
献
賞

工
学
部

教
授

岩
壷

卓
三

（
平
成
十
七
年

十
一
月
二
十
四
日
）

○
日
本
材
料
学
会

◆
分
子
動
力
学
部
門
委
員
会
賞

（
Ｍ
Ｄ
賞
）

工
学
研
究
科
Ｄ
二

佐
藤

知

広（
平
成
十
七
年十

二
月
十
二
日
）

●
八
尾
市
と
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結

昨
年
十
二
月
二
十
二
日
、
柴

谷
光
謹
八
尾
市
長
と
河
田
悌
一

学
長
と
の
間
で
、
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
協
定
は
、
福
祉
、
教

育
、
文
化
、
産
業
、
ま
ち
づ
く

り
等
の
分
野
に
お
い
て
、
連
携

を
積
極
的
に
推
進
し
、
双
方
の

発
展
と
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
主
な
連

携
事
項
と
し
て
は
、
双
方
の
歴

史
的
・
文
化
的
資
源
の
活
用
、

知
的
・
人
的
資
源
の
活
用
、
双

方
が
協
力
し
て
行
う
事
業
の
推

進
お
よ
び
支
援
に
関
す
る
こ
と

で
あ
る
。

八
尾
市
と
は
、
平
成
十
五
年

九
月
十
八
日
に
本
学
先
端
科
学

技
術
推
進
機
構
と
の
間
で
「
産

学
連
携
事
業
実
施
に
係
る
覚

書
」
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
現
場
密
着
型
研
究
会
「
八

尾
バ
リ
テ
ク
研
究
会
」
や
「
八

尾
も
の
づ
く
り
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
の
開
催
な
ど
、
数
々

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き

た
。
加
え
て
、
昨
年
度
か
ら
八

尾
高
等
学
校
と
連
携
し
て
家
庭

科
の
授
業
を
支
援
し
、「
Ｗ
ｅ
ｂ

上
で
検
索
可
能
な
福
祉
マ
ッ

プ
」
を
生
徒
と
共
同
で
作
成
、

成
法
中
学
校
で
は
、
近
畿
経
済

産
業
局
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
事
業
」
の
一
環
と

し
て
講
義
を
担
当
す
る
な
ど
の

幅
広
い
連
携
・
協
力
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
度
か

ら
は
八
尾
市
文
化
財
課
と
本
学

な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研

究
セ
ン
タ
ー
が
共
同
し
て
、
地

域
再
開
発
の
核
と
な
る
新
た
な

事
業
を
展
開
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
事
業
を
展
開
し

て
い
る
と
い
う
実
績
か
ら
、
今

回
新
た
に
包
括
的
な
連
携
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
さ
ら
に
幅
広
い
分
野
で
積

極
的
に
連
携
を
推
進
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

●
高
麗
大
学
と
協
力
に
関
す
る

基
本
協
定
お
よ
び
学
生
交
換
協

定
を
締
結

韓
国
・
高
麗
大
学
と
本
学
の

間
で
、
協
力
に
関
す
る
基
本
協

定
お
よ
び
学
生
交
換
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
協
定
大
学
は
二
十
六

の
大
学
と
な
る
。高
麗
大
学
は
、

十
八
の
学
部
と
十
八
の
大
学
院

を
持
つ
総
合
大
学
で
あ
る
。

○
文
学
部
教
授

澤
井

繁
男

著『「
ニ
ー
ト
な
子
」
を
持
つ
親
へ

贈
る
本
』

（
平
成
十
七
年
七
月
二
十
七
日
・
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
・
定
価
千
三
百
六
十
五
円
�

税
込
�
）

『
文
藝
批
評

生
の
系
譜

作

品
に
読
む
生
命
の
諸
相
』

（
平
成
十
七
年
八
月
二
十
五
日
・
未
知

谷
・
定
価
二
千
百
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

竹
内

洋
著

『
丸
山
真
男
の
時
代

大
学
・

知
識
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』

（
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
・
中
公

新
書
・
定
価
九
百
三
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

中
田

行
重

著『
問
題
意
識
性
を
目
標
と
す
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

―
研

修
型
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル

ー
プ
の
視
点
―
』

（
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
定
価
三
千
六
百
七
十
五
円

�
税
込
�
）

○
経
済
学
部
教
授

森
岡

孝

二
著

『
働
き
す
ぎ
の
時
代
』

（
平
成
十
七
年
八
月
十
九
日
・
岩
波
新

書
・
定
価
八
百
十
九
円
�
税
込
�
）

小
川

悟
（
お
が
わ
・
さ
と

る
�
名
誉
教

授
）平

成
十
七
年

十
二
月
三
十
日

に
死
去
。
七
十
五
歳
。
大
阪
市

立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
。
昭
和
三
十
八
年

四
月
本
学
着
任
。
平
成
十
二
年

三
月
定
年
退
職
。
同
年
四
月
名

誉
教
授
。
学
生
部
長
、
人
権
問

題
研
究
室
長
を
歴
任
。
専
門
は

ド
イ
ツ
文
学
。

石
田

浩
（
い
し
だ
・
ひ
ろ

し
�
経
済
学
部

教
授
）

平
成
十
八
年

一
月
八
日
に
在

外
研
究
地
の
台
湾
で
死
去
。
五

十
九
歳
。
昭
和
五
十
四
年
京
都

大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
後
退
学
。
五
十

六
年
本
学
着
任
。
平
成
元
年
に

教
授
。
専
門
は
中
国
経
済
研
究

と
台
湾
経
済
研
究
。

合計

７，２６０
（８，０５５）
１１，０２２
（８，８５２）
９，５６６

（１０，０７１）
９，９５６
（８，０６２）
９，９１２

（１１，２７２）
５，６０５
（４，８７５）
１２，９８６
（１３，４１０）
６６，３０７
（６４，５９７）

センター
利用入試
（前期）
１，１０７
（１，３６５）
３，０４５
（２，１４０）
１，６３８
（２，７００）
１，６１５
（―）
２，０１６
（２，６９７）
１，０３３
（６９１）
３，１７２
（３，１００）
１３，６２６
（１２，６９３）

一般入試（A・S日程）試験地別志願者数

合計

６，１５３
（６，６９０）
７，９７７
（６，７１２）
７，９２８
（７，３７１）
８，３４１
（８，０６２）
７，８９６
（８，５７５）
４，５７２
（４，１８４）
９，８１４

（１０，３１０）
５２，６８１
（５１，９０４）

福岡

１０５

１１７

１２３

１２５

１２７

７７

２０１

８７５

小倉

５３

５９

８３

６５

４８

３３

１０５

４４６

松山

５４

８０

１０４

７１

７７

４５

１３７

５６８

高松

１４９

１４７

１８９

１５８

１３３

６０

２００

１，０３６

徳島

４０

４５

４３

２９

３４

２３

３６

２５０

広島

１９２

１９６

１９８

１７７

１７７

１０９

４０８

１，４５７

岡山

１５２

１６０

２３７

１６５

１３７

６９

３５５

１，２７５

松江

８

３０

２４

３３

２０

８

４４

１６７

姫路

１６７

１６６

２１０

１９１

１９５

１２６

３６２

１，４１７

神戸

５８０

５５６

７０５

８４４

７７５

３９１

８８４

４，７３５

和歌山

２３５

４０３

３９３

３０４

２７３

１９４

３５４

２，１５６

京都

４５１

６２６

６３４

４９０

５５５

４０６

８１７

３，９７９

滋賀

３８

６２

５８

２４７

８１

６２

４４

５９２

名古屋

２４５

２４１

２２６

２０３

３０３

１７１

８６１

２，２５０

浜松

５６

６１

４０

４２

５６

３５

１１８

４０８

金沢

７３

１４１

１９９

１１０

９８

５５

３１６

９９２

東京

９５

１２２

８１

８９

１２９

７３

１０４

６９３

仙台

３

５

３

６

４

４

３

２８

札幌

１６

１１

１２

２６

１０

４

７

８６

大阪

３，４４１

４，７４９

４，３６６

４，９６６

４，６６４

２，６２７

４，４５８

２９，２７１

法

文

経済

商

社会

総合
情報

工

合計

２００６年度 関西大学 入 学 試 験 志 願 者 数
確定志願者数

＊上記は、一般入試（Ａ・Ｓ日程）、センター利用入試（前期）の志願者数です。一般入試（Ｄ日程・後期Ｂ日程）およびセンター利用入試（中期・後期）の志願者数は含まれていません。
＊志願者欄の（ ）内の数値は昨年度の志願者数です。商学部センター利用入試（前期）は２００６年度からの実施です。

米
国
ブ
リ
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ジ
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ォ
ー
タ
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学
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学
生
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訃

報
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野
コ
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タ
ウ
ン
見
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会
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（２）平成１８年（２００６年）２月１日第 ３３２ 号



昨年12月15日、千里山キャンパス総合図書館前広場で、体育会野球部岩田稔
さん（経４）を激励する会が開催された。これは、岩田さんの阪神タイガースで
の活躍を期待して、体育会の学生が中心となって企画したもので、会場には約
800人の学生が集まり、ユニフォーム姿の岩田さんに熱い声援を送った。

体育会アイスホッケー部は、昨年
11月27日に滋賀県立アイスアリーナ
で行われた関西学生アイスホッケーリ
ーグ対同志社大学戦において勝利を収
め、21年ぶりのリーグ優勝を飾った。

昨年10月30日に名古屋市枇杷島ス
ポーツセンターで開催された第21回
全日本学生個人選手権大会女子の部に
おいて、体育会拳法部中川絵美さん
（文１）が優勝した。また、11月27日
に大阪府立体育会館で行われた第50
回全日本学生選手権大会(団体戦)では、
４位入賞という成績を収めた。

昨年夏、
第29回総
理大臣杯全
日本大学サ
ッカートー
ナメントで
優勝した体
育会サッカ
ー部は、予
選から勝ち
進み、１月
８日に東京・国立スポーツ科学センタ
ー西が丘サッカー場で行われた第54
回全日本学生サッカー選手権大会決勝
トーナメントにおいて３位となり、全
日本トップレベルの実力を証明した。

昨年11月13日から15日に大阪・舞
洲球場などで行われた関西学生選手権
大会において、体育会軟式野球部が
11年ぶりの優勝を成し遂げた。

体育会バスケットボール部は、昨年
12月12日から神奈川・横浜文化体育

館で行われた第57回全日本学生選手
権大会に出場を果たした。同部にとっ
て、全国大会出場は27年ぶりとなる。

昨年10月23日、東京・お台場海浜
公園および周辺特設コースで開催され
た第11回日本トライアスロン選手権東
京港大会において、体育会陸上競技部
の平野司さん（文４）が１時間49分
30秒のタイムで見事優勝した。

昨年11月16日から20日に兵庫・西
宮市立中央体育館で開催された第75回
全日本アマチュア選手権大会において、
体育会ボクシング部宮圭吾さん（文２）
がミドル級で３位に入賞した。

体育会アイス
スケート部 橋
大輔さん（文２）
は、昨年12月
24日に東京・
国立代々木競技
場で行われた第
74回全日本フ
ィギュアスケー
ト選手権大会で
優勝し、２月
10日からイタ

リア・トリノで開催される第20
回オリンピック冬季競技大会に
日本代表として出場する。
また、同大会で準優勝した織

田信成さん（文１）には、３月
20日からカナダ・カルガリーで
開催される2006世界フィギュアスケ
ート選手権大会でも期待がかかる。
なお、１月11日、千里山キャンパ

スBIGホール100において、 橋さん
と織田さんの活躍を称え、さらなる飛
躍を期待して、壮行会が開催された。

会場には学生・教職員合わせて1000
人以上が集まり、２人に盛大な拍手を
送った。さらに、阪神タイガースに入
団が決まった体育会野球部岩田稔さん
（経４）も駆けつけ、２人を激励した。

体育会射撃部松村久基さん（文２）
がメンバーに選抜された日本代表チー
ム（松村さんを含めて３人）は、昨年

11月25日にハンガリ
ー・ブダペストで行われ
た射撃の世界学生選手権

大会において、団体
戦（エアライフル立
射10ｍ・60発）で
１752点を獲得し、
見事優勝した。
松村さんは589点の日本チー

ム最高得点を記録。団体優勝に大
いに貢献し、個人戦でも４位に入
賞した。
さらに、２月15日からドイツ

で行われる欧州エアガン大会の日
本代表に松村さんと同射撃部安西
美帆さん（文１）が選出された。

体育会馬術部は、昨年11月２日、３
日に東京・JRA馬事公苑で行われた第
55回全日本学生賞典障害飛越競技大会
において、団体戦準優勝、個人戦でも
大竹弘晃さん(社２)が準優勝を飾った。体育会アメリカンフットボール部

は、昨年11月27日に京都・西京極陸
上競技場で行われた関西学生リーグ戦
最終戦において、京大に24－３で勝利
し、単独３位で今期シーズンを終えた。

昨年12月２日、３日に大阪・はび
きのコロセアムで行われた第53回関
西学生ウエイトリフティング選手権大
会において、体育会重量挙部が個人戦
３階級において優勝、団体戦でも３位
に入賞した。
また、翌日の
第41回大阪
ウエイトリフ
ティング選手
権大会、第７
回羽曳野市長
杯でも個人戦
で２階級を制
覇、団体戦で
は２位に入賞
した。

体育会空手道部
は、昨年11月20
日に大阪市中央体
育館で行われた第
49回全日本大学選
手権大会において、
団体戦ベスト８の
好成績を収めた。

第１部学術研究会
英語研究部（ESS）
が再び偉業を成し遂
げた。昨年11月12
日、13日の２日間に
わたって、第33回
All Japan Debate
Tournament の決勝
が行われた。この大
会は全日本学生英語
会連盟（JUEL）が主催しており、全
国大会としては最高レベルと言われ、
全国の大学から地区予選を勝ち抜いた
優秀なディベーターが数多く集まる。
１日目は慶応大学、２日目は明治学

院大学が会場となって、熱戦が繰り広
げられた。本学ESSは英語ディベー
ト・団体戦の予選で慶応大、筑波大、
青山学院大に勝ち、準々決勝では早稲
田大に快勝した。準決勝で慶応大と対
戦し、惜しくも僅差で敗れはしたもの
の、団体３位に輝いた。また英語ディ
ベート・個人戦では一ノ宮渉さん（文
３）が全国大会優勝の快挙を成し遂げ
た。
快進撃はその後も続き、12月３日、

４日に開催されたNAFAT全国本選（英
語ディベート４大全国大会のひとつ
で、約60チームが参加）においても、
団体戦は優勝、個人戦では一ノ宮さん
が２位という輝かしい成績を収めた。

文化会速記部は、昨年12月４日東
京・国立オリンピック記念青少年セン
ターで開催された第90回全日本大学

速記競技大会において優勝し、36連
覇の偉業を成し遂げた。
他大学の追随が厳しくなっている昨

今、連覇の期待へのプレッシャーにも
打ち勝っての優勝である。

世界大会優勝に松村さんが貢献
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アイススケート部

陸上競技部

アメリカンフットボール部

サッカー部

馬術部

アイスホッケー部

拳法部

英語研究部

ボクシング部

重量挙部

軟式野球部

空手道部

速記部

バスケットボール部

射撃部

野球部

全日本学生選手権で3位平野さんがトライアスロン日本一

京大破り単独3位に

21年ぶりリーグ優勝

団体で全国ベスト8 中川さんが全日本で個人優勝

全日本障害飛越で団体準優勝

関西で3階級制覇

11年ぶりに関西制覇

宮さんが全国大会で3位

一ノ宮さんが全国優勝

日本一36連覇を達成

27年ぶりに全国大会出場

Satoshi TAKASAKI/JTU�C�

岩田さんが阪神タイガース入団

昨年12月、第１部文化会、
第１部学術研究会が合同機関
誌『誠』を創刊した。
同誌は文化会と学術研究

会の知名度の向上、文化会と
学術研究会の連携強化、そして地域への情報
発信を目的としており、各部の活動内容を少
しでも多くの人たちに知ってもらい、身近に
感じてほしいと、吹田市内の公共施設や自治
会、近隣の学校などに配布された。
昨今、大学では教育・研究に加えて、社会

貢献が求められている。文化会や学術研究会
に所属する各部のメンバーは、地域の催し物
などに積極的に参加して、その発展や交流に
少しでも貢献したいと考えている。また学内
外で行われるコンサート、公演、展示会など
の行事にも地域のみなさんにお運び願い、活
動を理解し、見守ってほしいと考えている。
これまで学内を中心に活動してきた各部が

あらたな飛躍を遂げ、この合同機関誌『誠』
の発行が課外活動のさらなる活性化につなが
ることが期待される。 （学生生活課）

合同機関誌『誠（まこと）』を創刊
第１部文化会・学術研究会が
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「落語大学」という名前のとおり、私たちは落語を練習し、その成果を年に
数回、落語会で一般に発表しているクラブだ。しかし私も、もとから落語とい
うものに興味があったわけではなく、軽い気持ちで入部した。当初は落語なん
て古臭いという固定観念に縛られていた。しかし、実際は違っていた。他大学
の落語会に出向く機会があり、落語の楽しさを感じた。そのときの衝撃的なイ
メージとしては「１人でやるコント」、それも多くのキャラクターを演じ分け、
ボケもツッコミも１人でやるのだ。それを見て、自分もやってみようという気
持ちになった。
また7月には、10年ほど前から毎年、関西学院大学と立命館大学の落語研究

会とで行われる、「関関立お笑い三都物語」が開かれた。合同で開催することに
より、お互いに能力を高めることもでき、なおかつ、おのおのの大学独自のカ

ラーを発揮できる。またこの会のおかげで他大学の部員とも
非常に親しくなった。
私が3年次生の時には大阪大学との合同落語会が実現し

た。意外かも知れないが、落語研究会は、全国に数多く存在
し、特に関西圏では元気に活動しており、互いにコミュニケ
ーションをとり合っている。多くの大学と交流することで、
視野が広がった。大学によってシステムやカラーも違い、わ
が部の誤りに気づくこともあるし、参考にすべき点も見つか
る。また、さまざまな人との交流により人間としても深みが
出てきたのではと感じる。友達は「なぜ落語なんかやってい
るの」と聞くが、私は落語大学に入って本当によかったと思
っている。 （社会学部3年次生 藤　　浩輔）

落語大学
吟詩部は全国学生詩吟連盟に加盟しており、その活動を通して切磋琢磨をし

ている。
流派は違えど、他大学の「吟友」の詩吟を聞いて「自分も頑張ろう」と刺激

を受けるし、また、何よりも全国に友人ができることが大きな魅力である。ク
ラブの行事などではなく、個人的に他大学の友人を訪ねて旅行に行くというこ
とも珍しい話ではない。現在はわれわれ吟詩部に加えて明治大学詩吟研究部、
近畿大学文化会詩吟部、岡山大学吟詩部、山口大学吟詠部が加盟しているが、
中でも明治大学詩吟研究部とは「友情校」としても交流を持っている。これは
約50年前から続く伝統ある交流関係で、年に１度「交歓吟詠発表大会」を開催
している。大会をともに開くことにより明治大学詩吟研究部の詩吟に触れ、人
に触れ、ともに考え、互いを理
解することができる。吟詩部員
としてはもとより、ひとりの人
間としても大きく成長する鍵に
なるといえる交流大会なのであ
る。
来年6月には第50回を迎える

大会であるが、これまであまり
触れる機会がなく、詩吟を知ら
ない人たちにも足を運んでもら
い、詩吟を知ってもらえるよう
な大会にしたい。
（法学部3年次生　井上　富貴）

吟詩部 グリークラブ
本学グリークラブは昭和24年5月に
創部され、50年を超す歴史を持つ伝統
あるクラブである。私が経験した演奏
会の中で、最も印象深かったのは法関

交歓演奏会である。この演奏会は、われわれと
男声合唱団の法政大学アリオンコールとの合同で開催され、昭和35年12月の
第１回から40年以上続く歴史がある。
法関交歓演奏会は歴史があるだけに今でもさまざまな慣習が残っている。た

とえば、開催地になった大学が演奏会費、演奏会後の相手の大学の観光費をす
べて負担するということがある。特に思い出深いのは、私が１年次生だった時
に東京で行われた演奏会で、演奏会後に法政大学の人たちとグループとなって
ほぼ徹夜でカラオケをし、アリオンコールの部室で仮眠して、その後東京のお
勧めスポットに案内してもらったことである。彼らとまる一日行動をともにし
て、その人の合唱に対する気持ちや価値観に触れ、合唱に対する捉え方はさま
ざまなものがあると感じたのを覚えている。また法関交歓演奏会は合同曲の指
揮・指導を著名な先生にお願いしていて、独特の音楽観を学ぶことのできる貴
重な機会となっている。先生には、私たちが普段しないような選曲をしてもら
っているので、非常に新鮮な気持ちで合唱曲に取り組むことができるのだが、
これらもこの交歓演奏会によって得られることである。
交歓演奏会はお互いの部員数の減少により、隔年開催となり、東京に行く機

会は4年に1度となったが、後輩たちが今後も合唱を続けていくなかで、この演
奏会が刺激となり、さらにいい演奏を追求していくきっかけになればと思うの
である。 （法学部4年次生 荒谷　知樹）

私たちサッカ
ー部は現在120
人余りの部員が
3つのチームに
分かれ、しのぎ
を削っている。
そして、全国制
覇という目標を
掲げ、「全員サ
ッカー」を合言
葉に、日々練習
に励んでいる。
私たちは、春・秋のリーグ戦や起原を戦前までもさかのぼる、伝統の一戦で

ある関関戦のほかに明治大学との明関戦という定期戦を毎年行っている。明治
大学は関東の強豪大学で、明関戦は全国における私たちの実力を計る非常に貴
重な機会である。このような定期戦は、リーグ戦とは異なり、母校の名誉と誇
りを懸けた絶対に負けられない戦いである。
私たちは定期戦を通じて、ライバルたちと切磋琢磨しながら、お互いの技術

と精神力を高め合ってきた。また、このような交流戦を通じ、相手を尊敬する
気持ちや大会を運営してくれる人びとに対する感謝の気持ちを学んできた。そ
してこれからもこの交流戦は新たな歴史と伝統を刻んでいくだろう。

（法学部4年次生　門田　泰輔）

サッカー部 空手道部
私たち空手道部は、慶応義塾大学との定期戦を始めて昨年で25年目を迎えた。
慶応義塾大学といえば、慶応ボーイで知られるおぼっちゃんという印象があ

るかもしれないが、とんでもない。中国から沖縄経由で伝承された空手を、真
っ先に大学で取り入れたのは慶応義塾大学で、空手の歴史では本学より兄貴分
である。また、国体やインターハイで空手を正式種目にし、国際オリンピック
委員会や世界各国を渡り、世界大会の礎を築いたのも慶応義塾大学の先輩だ。
近年は、両校とも優勝という美酒には遠ざかっているが、東と西の古豪の定期
戦には、毎年公式戦と
は違った緊張感が張り
詰める。
昨年末には本学がホ

スト校となって、千里
山キャンパス凱風館で
関慶戦を行った。西日
本ベスト8の本学と東
日本3位の慶応義塾大
学が、部員総出で真っ向勝負だ。結果は6対5で本学が辛勝した。いつか西日本
と東日本の覇者としてこの定期戦を行いたい。
試合では敵であるが、終われば、お互いを尊重する良き友である。毎年レセ

プションを行い、ＯＢは思い出話で、学生は空手談義で夜遅くまで盛り上がる。
ちなみに関西大学のモットーは、「勉強で圧倒されることはあっても、空手だけ
は負けられん！」だ。

（経済学部3年次生　上村　真優）

ボクシング部
わがボクシング部と早稲田大学ボクシング

部の交流は、両大学ボクシング部が創部され
た戦前のアマチュアボクシング草創期から始
まり、特に昭和26年の全日本大学王座決定
戦では関東リーグ優勝の早稲田大学と近畿
リーグ優勝の本学が、東京後楽園で対戦し、
番狂わせが続く白熱した戦いとなった。
常にトップ選手を輩出し、日本アマチュアボ

クシング界をリードした両大学も、学園紛争後のスポーツ推薦制度廃止
などで戦力が低下。近年、関東・近畿両リーグでは2部、3部での低迷が続いた。
その中で、先述の後楽園で熱戦を繰り広げたＯＢたちが、かつての両校の復活
を目的に定期的な対抗戦の開催を計画、これを機に平成の交流が始まった。平
成13年12月にわがボクシング部念願の専用練習場完成のこけら落としとして
開催された第１回早関戦以来、平成17年12月の第5回まで交互に会場を移し、
続いている。選手たちにとって冬の早関戦は、春の関関戦と並ぶ意義ある試合
で、戦うリーグは違えども、互いをライバル視しながら切磋琢磨してきた。
2005年度も早稲田大学は関東3部リーグで優勝争い、関西大学は近畿2部リー
グ優勝、１部昇格を果たしている。
11月に開催された全日本選手権大会においても、両大学の出場選手を両大学

の部員が一緒になって応援するという光景が見られた。古豪復活を期して始ま
った定期対抗戦は、まだ5年という浅い年月ではあるが、お互いを良きライバル
として認め合いながら、両大学にとって確実にかけがえのないものへと発展し
ている。 （法学部3年次生　井之上勇樹）

アメリカンフットボール部
われわれアメリカンフットボール部は、大学行事である総合関関戦以外に、

毎年春、早稲田大学と法政大学との定期戦を行っている。昨年には、早稲田大
学とは60回目を、法政大学とは58回目を迎えたほど、非常に伝統のある定期
戦である。
その中でも早稲田大学との交流は特に盛んである。試合前日に選手の家にホ

ームステイをするというユニークな交流を行ったり、試合終了後、横浜を案内
してもらうなどしてさらに交流を深めている。このように、確かに試合をして
いる間は勝たねばならない相手だが、試合が終われば何でも言い合える大切な
親友である。
定期戦のみならず、それが終わってからでもメールでお互いの近況報告をし

ている。楽しいことや嬉し
いことだけでなく、辛いこ
とや苦しいことなどさまざ
まなことを話し、励まし合
いながら切磋琢磨している。
春に行われる定期戦の時に
会うだけでなく、学生日本
一を決める甲子園ボウルの
舞台で再会することを誓っ
て。
（経済学部4年次生

中村　真一）

アイスホッケーは全身にプロテク
ターを装備し、正面からぶつかり合
うスリルと、時速40キロメートル
以上のスピードで攻防を繰り広げる
プレーが魅力であり、「氷上の格闘
技」と称されるほど激しいスポー
ツとして、冬季スポーツの花形で
ある。
わが部は50年以上という長期に
わたり、福岡大学との定期戦、交
流会を行っている。親睦が目的と
いえど、互いの本気がぶつかり合
い、勝つことに貪欲になるために、

ときには氷上でもみ合いになる場合がある。他のス
ポーツではあまり見られないとは思うが、アイスホッケーではよくある光景だ。
これが「氷上の格闘技」と呼ばれる理由の一つであると思う。
しかし試合が終われば別である。氷上でもみあっていたもの同士が肩を組み、

試合内容を笑顔で語り合う。120％の力でぶつかり合ったからこそ生まれる友
情が、そこにはある。氷上では勝つことにすべてを懸け、陸上では戦友に最大
限の敬意を払う。この「メリハリ」こそがアイスホッケーのすべてである。
生まれ育った環境は違うが、アイスホッケーを通して芽生えた友情を大切に

し、互いを高め合い、これからもこの定期戦を続けていきたい。
（商学部４年次生　村上　　晋）

写真部
私の所属する第１部文化会写真部では長年、関西学院大学・同志社大学・立

命館大学と四大学で関関同立写真連盟を組織している。主な活動内容は合同写
真展の開催、親睦を図る撮影会や飲み会、１年の締めと次年度の役職を発表す
る場である合同総括を行う、といったものである。
私たちが共通項として持つ「写真」というものは、人の個性はもとより、生

活環境や場所などによって左右される。合同写真展を開催するとそれが顕著に
現れる。各大学で作風や展
示方法まで異なるのだ。そ
んな個性の強い人が集まる
と自分の視野が一気に広が
るのが感じられる。外に出
るのを億劫がる部員も少な
くはないが、せっかくの自
分の世界が広がるチャンス
を逃すのはもったいないと
思う。だから、同じ部員が
他大学の写真部員と友達に

なったというのを聞くと本当に嬉しくなる。
写真において、技術向上や人間的な成長は、うちにこもっていてはなかなか

できるものではないと思う。そして写真においてだけではなく、人として成長
するためには、多様な人との関わりが重要である。これからも他大学との交流
を通じて、私たちがいろいろなものを感じ取っていければいい、と思っている。

（社会学部3年次生　寺杣　麻里）

バスケットボール部
私たちバスケットボール部は、毎年５月に慶応義塾大学と２日間にわたって

定期戦を行っている。定期戦の歴史は古く、今年で男子は74回目となる。その
長い歴史の中には、本学の選手と、慶応義塾大学の女子キャプテンのカップル
が誕生し、卒業後に結婚したというめでたい出来事もあった。
定期戦の楽しみは期間中に行われるレセプションであり、最も両校の交流が

深まる瞬間といえる。レセプションの内容は、両校のOB・OGを招待し、新入
生の自己紹介、
エール交換、
学歌斉唱など
を行う盛大な
立食パーティ
ーである。そ
のレセプショ
ンが終わった
後は各学年に
分かれ、学年
別に交流を深
める。学年によって、飲みに行くもよし、カラオケに行くもよし、本学が会場
となる年には本学の選手が大阪を案内してもてなしている。
このように73年間行われている慶関戦で、本学と慶応義塾大学は、長年深い

絆で結ばれてきた。このような素晴らしい伝統を絶やさず、これからも続けて
いきたい。

（経済学部3年次生　新堂　安紀）

高槻キャンパスの軽音楽サーク
ル「Banditz（バンディッツ）」は、
平成14年に先輩がゼロから作り
上げたまだ新しいサークルで、部
員は毎年増加しており、今年で
100人を超えた。活動は月に1回、
ライブハウスを借りて演奏発表を
している。サークル活動の一環と

して他大学と交流していきたいと考え、いくつかの大学の軽音サークルのホー
ムページを探し、そこに直接電子メールを送り合同イベントを申し入れた。そ
のなかで同志社大学の軽音楽部が快く承諾してくれたが、私たちのサークルは
ロック主体であるのに対し、同志社大学軽音楽部はジャズ主体だった。私たち
の調査不足だったのだ。しかし、結果的に本番ではお互いが違うジャンルの音
楽に触れ、楽しむことができた。また、同志社大学軽音楽部は演奏レベルが高
く、私たちにとって非常によい刺激を受ける機会となった。打ち上げでは、お
互い知らないもの同士ではあったが、それぞれ趣味が合うものがいたりと、和
気あいあいと親睦を深められたように思う。
この交流を振り返ってみると、一番の収穫は人との出会いにあったと思う。

音楽を通して、活動の考え方や状況、ひいては個人の考え方や姿勢まで、よい
勉強をさせてもらった。今後も、サークル活動を有意義なものにするために交
流を続けていきたい。また、交流を考えている人がいれば私たちのホームペー
ジにアクセスしてみてほしい。http://banditz.main.jp/wiki/

（総合情報学部2年次生　長谷川勝将）

軽音楽サークル「Banditz」

特
集

他大学との長き交流

これは、比較されることが多い関西
学院大学と本学の体育会の各部がぶつ
かり合う伝統の一戦である。これ以外
にもスポーツ、文化活動を問わず、大
学は異なるものの、志を同じとするも
のたちが集い、交流することで、切磋
琢磨しているクラブがある。本特集で
は、千里山、高槻の両キャンパスで活
動する各部から、他大学とのバラエテ
ィに富んだ親交について報告してもら
った。

毎年6月に開催される
総合関関戦

アイスホッケー部

（４）平成１８年（２００６年）２月１日第 ３３２ 号（５）
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エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
務
的
な

資
格
取
得
や
国
家
試
験
合
格
の

た
め
の
実
力
ア
ッ
プ
を
め
ざ

し
、
四
月
か
ら
順
次
、
千
里
山

・
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
座
を

開
講
す
る
。

レ
ベ
ル
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
で

受
講
で
き
る
英
語
講
座

「
英
語
講
座
」
で
は
、
多
く

の
企
業
で
昇
進
要
件
と
さ
れ
る

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�
と
留
学
に
必
須
の

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�
の
各
テ
ス
ト
対
策

コ
ー
ス
で
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

ク
ラ
ス
を
設
け
て
い
る
。
実
力

に
合
っ
た
ク
ラ
ス
を
受
講
し

て
、
真
の
英
語
力
を
身
に
付
け

て
も
ら
い
た
い
。

レ
ベ
ル
や
目
的
に
応
じ
た

情
報
処
理
講
座

「
情
報
処
理
講
座
」
で
は
、

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
な
ど
の
ス
キ
ル
習

得
を
目
的
と
す
る
コ
ー
ス
や
、

パ
ソ
コ
ン
検
定
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
、
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
、
基
本
情
報
技
術
者

な
ど
の
試
験
対
策
コ
ー
ス
を
設

置
し
て
い
る
。

公
務
員
受
験
を

早
期
か
ら
支
援

「
公
務
員
講
座
」
は
、
入
門

講
座
か
ら
順
次
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
で
き
る
多
彩
な
コ
ー
ス
を
開

講
し
て
い
る
。
特
に
将
来
「
国

家
公
務
員
�
種
」
を
志
望
す
る

人
は
、
一
年
次
か
ら
「
入
門
講

座
」
を
受
講
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
す
る
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士
受
験

を
簿
記
検
定
講
座
か
ら
支
援

「
公
認
会
計
士
入
門
講
座
」

で
は
必
須
科
目
の
基
礎
を
学

び
、
難
関
突
破
に
向
け
ス
タ
ー

ト
を
切
る
。

「
税
理
士
講
座
」
で
は
、
税

理
士
試
験
の
必
須
科
目
で
あ
る

簿
記
論
と
財
務
諸
表
論
の
二
コ

ー
ス
を
設
け
、
早
期
合
格
を
め

ざ
す
。
ま
た
、
簿
記
を
初
め
て

学
ぶ
人
の
た
め
に
は
「
簿
記
検

定
講
座
」
を
開
講
し
て
い
る
。

難
関
資
格
を
め
ざ
す
足
が
か
り

と
し
て
ほ
し
い
。

司
法
講
座
で
法
曹
を
め
ざ
す

「
司
法
講
座
」
で
は
、
法
科

大
学
院
入
試
対
策
講
座
、
現
行

司
法
試
験
対
策
講
座
、
司
法
書

士
対
策
講
座
を
開
講
す
る
。
法

律
家
に
必
要
な
知
識
の
習
得
を

初
歩
か
ら
学
ぶ
知
識
習
得
型
の

講
座
か
ら
、
学
ん
だ
知
識
を
実

践
的
に
活
用
す
る
答
練
型
の
講

座
ま
で
幅
広
く
展
開
し
、
最
終

的
に
は
本
試
験
合
格
レ
ベ
ル
の

力
を
養
成
す
る
。

知
的
財
産
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

弁
理
士
を
め
ざ
す

弁
理
士
講
座
で
は
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
る
基

本
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
論
文
基

礎
・
短
答
式
対
策
コ
ー
ス
を
新

設
し
、
国
家
資
格
の
弁
理
士
試

験
合
格
を
め
ざ
す
。

高
い
合
格
率
を
誇
る

資
格
試
験
対
策
講
座

毎
年
高
い
合
格
率
を
記
録
し

て
い
る
「
宅
建
」「
旅
行
」「
通

関
士
」「
色
彩
検
定
」「
社
会
保

険
労
務
士
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋

二
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
）」
な
ど
の
資

格
試
験
対
策
講
座
を
開
講
す

る
。ま

た
、
個
人
情
報
保
護
法
の

施
行
等
で
資
格
取
得
が
求
め
ら

れ
て
い
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法

務
検
定
三
級
対
策
講
座
」
を
新

設
す
る
。

マ
ス
コ
ミ
就
職
も

サ
ポ
ー
ト

マ
ス
コ
ミ
業
界
志
望
者
に
必

要
な
能
力
を
養
成
す
る
「
マ
ス

コ
ミ
試
験
対
策
講
座
」
で
は
、

「
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」

「
出
版
・
広
告
」「
放
送
」
の
業

界
別
ク
ラ
ス
に
よ
り
、
将
来
の

進
路
に
向
け
た
準
備
を
支
援
し

て
い
る
。

問
い
合
わ
せ

リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
事
務
室

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１

津
�

尚
子
さ
ん

（
文
学
部

総
合
人
文
学
科

一
年
次
生
）

私
が
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�
コ
ー
ス
を

受
講
し
て
よ
か
っ
た
点
は
、
期

待
通
り
に
英
語
を
毎
日
勉
強
す

る
習
慣
が
つ
い
た
こ
と
だ
。
効

率
が
よ
く
、
ま
さ
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
�
の
攻
略
法
と
い
っ
た
よ
う
な

授
業
で
あ
っ
た
。
苦
手
意
識
の

あ
っ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
、
ポ

イ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の

で
、
大
幅
に
読
む
ス
ピ
ー
ド
が

上
が
っ
た
。
私
は
、
こ
の
授
業

の
お
か
げ
で
と
て
も
英
語
が
好

き
に
な
り
、
英
語
に
対
す
る
自

信
も
つ
い
て
、
大
き
く
成
長
で

き
た
と
思
う
。
今
回
の
ス
コ
ア

に
は
と
て
も
満
足
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
余

地
の
あ
る
点
数
な
の
で
、
さ
ら

に
上
の
ス
コ
ア
を
め
ざ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
英

語
を
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
四
年
間
の
大
学
生

活
で
得
た
も
の
は
、「
英
語
の
ス

キ
ル
」
と
言
え
る
よ
う
に
頑
張

り
、
機
会
が
あ
れ
ば
六
百
五
十

点
コ
ー
ス
も
受
講
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

高
橋

大
作
さ
ん

（
平
成
十
七
年
社
会
学
部
卒
業

・
朝
日
放
送
�
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
）テ

レ
ビ
の
世
界
で
働
き
た
い

と
考
え
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
専
攻
で
学
ん
で
き

た
。
さ
ら
に
地
元
の
イ
ベ
ン
ト

の
司
会
や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
レ
ポ
ー
タ
ー
を
経
験
す
る
う

ち
に
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
望

す
る
気
持
ち
が
強
固
な
も
の

に
。
た
だ
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
採
用
さ
れ
る
に
は
、
し
烈

な
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
の
試

験
対
策
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ

で
、
こ
の
講
座
を
受
講
し
て
、

時
事
的
な
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る

講
義
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
過
去

の
出
題
例
に
基
づ
い
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
テ
ス
ト
対
策
、
業
界

で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
講

演
な
ど
、
き
わ
め
て
実
践
的
な

知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
。
こ

の
成
果
を
も
と
に
就
職
活
動
に

臨
ん
だ
結
果
、
地
元
大
阪
の
朝

日
放
送
に
就
職
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

本
学
で
は
学
生
諸
君
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
て

も
ら
う
た
め
に
多
様
な
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い

る
。奨

学
金
に
は
大
き
く
分
け
て
貸
与
奨
学
金
と
給

付
奨
学
金
（
返
還
不
要
の
奨
学
金
）
の
二
種
類
が

あ
る
。
金
額
や
期
間
な
ど
の
条
件
は
各
奨
学
金
ご

と
に
異
な
る
の
で
、
自
分
の
計
画
に
合
っ
た
奨
学

金
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
奨
学
金
の

採
否
は
お
も
に
成
績
と
家
計
に
よ
り
決
定
さ
れ

る
。

特
に
「
関
西
大
学
学
部
給
付
奨
学
金
」
は
出
願

不
要
で
、
入
試
成
績
を
も
と
に
自
動
的
に
採
用
候

補
者
が
決
定
さ
れ
る
奨
学
金
で
あ
る
（
在
学
生
に

つ
い
て
は
前
年
度
ま
で
の
学
業
成
績
を
も
と
に
選

考
す
る
）。
本
学
で
学
ぶ
こ
と
を
希
望
す
る
意
欲
あ

る
受
験
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
試
験
で
存
分
に
実

力
を
発
揮
し
て
、
関
西
大
学
学
部
給
付
奨
学
生
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

な
お
、「
関
西
大
学
入
学
時
貸
与
奨
学
金
」
は
合

格
発
表
後
、
た
だ
ち
に
出
願
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
注
意
し
て
ほ
し
い
。

※一般入試Ａ・Ｓ・Ｄ日程、ＡＯ入試およびセンター利用入試（前期・中期）が対象

平成１８年度開講講座一覧

司法講座
公務員講座
簿記検定講座
公認会計士入門講座
税理士講座
英語講座
情報処理講座
弁理士講座
色彩検定講座
宅地建物取引主任者講座
総合旅行業務取扱管理者講座
通関士講座
ファイナンシャル・プランナー講
座（ＡＦＰ＋２級ＦＰ技能士）
社会保険労務士講座
マスコミ試験対策講座
ビジネス実務法務検定３級対
策講座

金額（日本学生支援機構は平成１７年度現行）
（年額）
入学初学期の授業料・教育充実費・実験実習料の合計金額
（２年次生以上は春学期授業料の１／２相当額）
（年額）１年次生：２４３，０００円 ２年次生：２５６，０００円

３年次生：２２３，０００円 ４年次生：２３２，０００円

（年額）
入学初学期の授業料・教育充実費・実験実習料の合計金額

（１学期額）法・文・経済・商・社会学部 １９０，０００円
総合情報学部 ２６０，０００円
工学部 ２９０，０００円

（月額）自宅生：５４，０００円 自宅外生：６４，０００円

（月額）３０，０００円、５０，０００円、８０，０００円、１００，０００円から選択

（年額）５００，０００円

個人：最高２０万円（年額）を限度に、その業績又は企画内容
により決定。
団体：その業績又は企画内容により決定。
（年額）欧米、豪州、中南米 ５００，０００円

アジア ３００，０００円
※平成１９年度以降の派遣生対象

（年額）５００，０００円（１年限り）
※平成１８年度以降の入学生対象

（年額２４０，０００円）

団体により異なる

概要（期間）

給付（１年間）

給付（１年間）

無利子貸与
（入学時のみ）

無利子貸与
（１学期間）

無利子貸与
（最短修業年限）
有利子貸与

（最短修業年限）

給付（１年間）

給付（１年間）

給付（１年間）

給付（１年間）

給付
（最短修業年限）

出願時期等
入学試験※
成績優秀者
（出願不要）
入学後に出願
（勤労学生が対象）

合格発表後
ただちに出願

入学後に出願

交換派遣留学生
決定後に出願

ＤＤプログラム派遣
留学生決定後に出願

２年次生対象

奨学金の名称

関西大学学部給付奨学金

関西大学フレックスコース給付
奨学金

関西大学入学時貸与奨学金

関西大学奨学金

日本学生支援機構第一種奨学金

日本学生支援機構第二種奨学金

関西大学スポーツ振興給付奨学
金

関西大学文化・学術活動等奨励
金

関西大学
国際交流助成基金第一種奨学金

本学独自の奨学基金給付奨学金
（赤井・柳楽・久井・野田奨学金）
民間奨学財団・地方自治体等奨
学金

学業奨励奨学金
（成績優秀者を奨励
・支援する奨学金）

経済支援奨学金
（学生生活を支援
する奨学金）

諸活動支援奨学金
（学生の諸活動を
支援する奨学金）

民間奨学財団・地
方自治体等奨学金

資
格
取
得
や
国
家
試
験

奨学金で充実したキャンパスライフを

学生支援体制

模
擬
テ
ス
ト
２１０
点
ア
ッ
プ

マ
ス
コ
ミ
講
座
を
受
講
し
て

声

受
講
生
の
声

あ
な
た
の�

＆

�を
応
援

Up

Plus

（６）平成１８年（２００６年）２月１日第 ３３２ 号
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本
学
で
は
、
就
職
活
動
を
行

う
三
・
四
年
次
生
の
み
な
ら

ず
、
一
年
次
生
の
段
階
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
（
将
来
設
計
）
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

一
・
二
年
次
生

自
分
の
将
来
の
進
路
に
対
す

る
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
、
大
学

生
活
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め

に
、
一
・
二
年
次
生
の
段
階
か

ら
次
の
よ
う
な
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

●
一
年
次
生
か
ら
参
加
で
き
る

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。

●
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
科
目

を
、
一
年
次
生
か
ら
正
規
科
目

と
し
て
開
講
。

●
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ル
ー

ム
（
進
路
支
援
室
）」
を
設
置

し
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
個
別
の
進
路
・
教
職
相
談

を
実
施
。

●
『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ブ
ッ

ク
』を
入
学
時
に
全
員
に
配
布
。

三
年
次
生

就
職
活
動
は
、
お
お
む
ね
三

年
次
生
の
後
半
か
ら
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
す
る
。
目
の
前
に
迫

っ
て
く
る
就
職
活
動
に
対
し
、

「
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
」
と
疑
問
や
不
安
を
抱
く

人
の
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

●
支
援
行
事
の
開
催
�
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・

講
座
、
就
職
模
擬
試
験
、
業
界

・
企
業
研
究
会
な
ど
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
開
催
。

●
職
業
観
の
涵
養
を
図
る
た

め
、
大
規
模
に
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
を
実
施
。
平
成
十
七

年
度
は
、
企
業
、
国
の
機
関
、

地
方
自
治
体
、
非
営
利
団
体
や

小
・
中
・
高
等
学
校
の
学
校
現

場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
受
け
入
れ

先
で
、
の
べ
六
百
九
十
二
人
の

学
生
が
実
習
を
経
験
し
た
（
平

成
十
七
年
十
一
月
末
現
在
）。

●
教
員
を
め
ざ
す
学
生
の
た
め

に
「
教
員
採
用
試
験
対
策
講

座
」
を
開
講
。
中
・
高
教
員
採

用
試
験
対
策
コ
ー
ス
と
小
学
校

教
員
資
格
認
定
試
験
対
策
コ
ー

ス
、
併
願
コ
ー
ス
が
あ
り
、
多

く
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
い

る
。

●
就
職
活
動
時
に
お
い
て
問
わ

れ
た
り
、
入
社
後
昇
進
・
昇
格

の
要
件
に
も
な
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

�

。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

Ｉ
Ｐ
テ

ス
ト
」
を
春
と
秋
の
二
回
実
施

し
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
促
進
し
て
い
る
。

四
年
次
生

三
年
次
生
か
ら
四
年
次
生
に

か
け
て
就
職
活
動
が
行
わ
れ
、

特
に
四
年
次
生
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
前
後
は
、
大
手
・
人

気
企
業
の
内
定
出
し
が
盛
ん
に

な
る
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
本
格
的
な
就
職

活
動
開
始
に
対
し
て
次
の
よ
う

な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

●
三
年
次
生
の
一
月
末
か
ら
三

月
上
旬
に
か
け
て
、「
企
業
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
。
学
内
に
企
業

の
人
事
採
用
担
当
者
を
招
い

て
、
企
業
概
要
や
採
用
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
・
採
用
方
針
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。

●
各
企
業
が
ブ
ー
ス
形
式
に
分

か
れ
る
「
合
同
企
業
セ
ミ
ナ

ー
」
を
二
月
中
旬
か
ら
三
月
上

旬
に
か
け
て
開
催
。
五
月
以
降

も
引
き
続
き
実
施
し
、
本
学
学

生
の
就
職
活
動
を
精
力
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

平
成
十
七
年
三
月
卒
業
生
の

就
職
率
は
九
十
五
・
〇
％
と
、

全
国
屈
指
の
実
績
を
誇
っ
て
い

る
。一

人
ひ
と
り
の
目
標
実
現
に

向
け
て
、
徹
底
し
た
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
本
学
の
支
援
体
制
は
、

社
会
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
国
内
外
の
有
力
企
業
で

多
く
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い

る
。

平
成
十
八
年
三
月
卒
業

予
定
者
の
主
な
内
定
先

積
水
ハ
ウ
ス
、
サ
ン
ト
リ

ー
、
明
治
製
菓
、
資
生
堂
、
武

田
薬
品
工
業
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
松

下
電
器
産
業
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
日
立

製
作
所
、
シ
ャ
ー
プ
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
、
日
産
自
動
車
、
本
田

技
研
工
業
、
任
天
堂
、
オ
ン
ワ

ー
ド
樫
山
、
東
京
電
力
、
関
西

電
力
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
全
日
本
空

輸
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、

大
丸
、
そ
ご
う
、
三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、

住
友
信
託
銀
行
、
日
本
生
命
保

険
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保

険
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
、
野

村
證
券
、
読
売
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
関
西
テ
レ
ビ
、
毎
日
放

送
、
電
通
、
国
家
公
務
員
�

種
、
日
本
郵
政
公
社
、
大
阪
市

職
員
、
大
阪
府
教
員
、
大
阪
府

警
察
官
、
東
京
消
防
庁
な
ど

本
学
に
は
「
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・

新
関
西
大
学
会
館
北
棟
三

階
）」
が
あ
り
、
在
学
生
の
留
学

の
支
援
や
外
国
人
留
学
生
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

留
学
案
内

本
学
の
留
学
制
度
を
紹
介
し

た
『
留
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の

配
布
、
留
学
体
験
者
の
報
告
を

含
む
年
二
回
の
「
留
学
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
の
開
催
、
機
関
誌
『
Ａ

Ｔ
ｉ
ｎ
ｙ
Ｒ
ｉ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
』

の
発
行
、「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
（
電
子
メ
ー
ル
に
よ

る
各
種
情
報
の
配
信
。
登
録
学

生
対
象
）」
を
は
じ
め
と
し
て
最

新
の
留
学
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
お
り
、「
関
大
に
入
っ
て
、
留

学
を
し
た
い
」
と
考
え
る
学
生

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援

し
て
い
る
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室

の
一
角
に
は
協
定
大
学
の
資
料

や
留
学
に
関
す
る
雑
誌
を
取
り

揃
え
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
、
誰
で
も
自
由
に
閲
覧
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
留
学
相
談
も

随
時
行
っ
て
い
る
。

以
下
に
本
学
の
留
学
制
度
を

簡
単
に
紹
介
す
る
。

交
換
派
遣
留
学

現
在
、
本
学
は
世
界
各
地
に

二
十
五
の
協
定
大
学
を
持
っ
て

い
る
（
平
成
十
八
年
一
月
現

在
）。
選
考
の
う
え
、
推
薦
さ
れ

た
学
生
が
、
本
学
に
在
学
し
な

が
ら
そ
の
大
学
で
原
則
一
年
間

学
び
、
修
得
し
た
専
門
科
目
の

単
位
を
卒
業
所
要
単
位
に
算
入

す
る
制
度
で
あ
る
。
交
換
派
遣

留
学
生
全
員
に
対
し
て
、
給
付

奨
学
金
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、

留
学
し
て
い
な
い
学
生
と
同
じ

く
四
年
間
で
卒
業
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
派
遣
学
生
に
対
し
て

は
、
渡
航
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

ほ
か
、
先
輩
派
遣
生
や
派
遣
先

か
ら
本
学
に
留
学
に
来
て
い
る

受
入
留
学
生
に
よ
る
情
報
提
供

な
ど
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
整
え
て
い
る
。

平
成
二
十
一
年
に
は
協
定
大

学
を
五
十
大
学
に
増
や
す
計
画

が
進
行
中
で
、
ま
す
ま
す
留
学

の
機
会
が
広
が
る
。

認
定
留
学

所
属
学
部
等
の
承
認
を
得
て

本
学
に
在
学
し
な
が
ら
、
主
に

協
定
大
学
以
外
の
大
学
で
原
則

と
し
て
一
年
間
、
主
に
専
門
科

目
を
学
ぶ
。
単
位
認
定
は
交
換

派
遣
留
学
の
場
合
と
同
じ
で
あ

る
。
留
学
先
大
学
の
入
学
許
可

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
条
件

で
、
い
わ
ゆ
る「
語
学
留
学
」は

こ
の
制
度
の
対
象
で
は
な
い
。

海
外
語
学
セ
ミ
ナ
ー

夏
休
み
（
イ
ギ
リ
ス
・
カ
ナ

ダ
・
ド
イ
ツ
・
中
国
・
韓
国
）

お
よ
び
春
休
み
（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

フ
ラ
ン
ス
）
に
八
大
学
に
お
い

て
四
〜
五
週
間
の
語
学
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。
語
学
学
習
だ

け
で
は
な
く
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
寮
生
活
を
通
じ
て
そ
の
国
の

文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
、
国
際
感
覚
を
養
う
う
え
で

非
常
に
有
意
義
な
機
会
で
あ

る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
を

契
機
に
、
交
換
派
遣
留
学
に
応

募
す
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
平
成
十
七
年
度
以
降
の

入
学
生
に
つ
い
て
は
卒
業
所
要

単
位
へ
の
算
入
も
行
っ
て
い
る

（
単
位
の
取
り
扱
い
は
学
部

に
よ
り
異
な
る
）。

外
国
人
留
学
生
と
の
交
流

機
会
の
提
供

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
外
国
人
留
学
生
と
日
本

人
学
生
と
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
種

の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

○
外
国
人
留
学
生
に
よ
る
外

国
語
会
話
交
流
会

主
に
交
換
受
入
留
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本

人
学
生
と
の
外
国
語
会
話
交

流
会
を
実
施
し
、
毎
回
た
く

さ
ん
の
在
学
生
が
参
加
し
て

い
る
。

外
国
人
留
学
生
が
自
分
の

母
国
語
で
あ
る
英
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国

語
、
朝
鮮
語
、
タ
イ
語
を
用

い
て
会
話
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
普
段
、
外
国
語
を
読
み

書
き
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
話
し
た
り
聞
い
た
り
す

る
こ
と
の
少
な
い
日
本
人
学

生
に
と
っ
て
は
、
ま
た
と
な

い
異
文
化
交
流
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
っ
て
い
る
。

○
「
交
流
室
」
の
活
用

休
み
時
間
や
授
業
の
合
間

な
ど
に
は
、
外
国
人
留
学
生

が
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
内

の
「
交
流
室
」に
よ
く
遊
び
に

来
て
い
る
。
気
軽
に
話
し
か

け
て
、
親
し
く
な
れ
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
自

由
に
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
も
置

い
て
あ
る
の
で
、
留
学
情
報

を
検
索
す
る
の
に
も
大
変
便

利
で
あ
る
。

○
そ
の
他

「
外
国
人
留
学
生
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
た
り
、「
交
換

受
入
・
Ｄ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
受

入
留
学
生
の
た
め
の
来
日
時

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
す

る
な
ど
多
様
な
交
流
の
機
会

を
提
供
し
て
い
る
。

特集 関西大学の

�
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
内
交
流
室
の
様
子

�
交
換
派
遣
留
学

�
海
外
語
学
セ
ミ
ナ
ー

�

�

�

支
援
体
制

キャリアデザインを

強力にバックアップ

就
職
実
績

留
学
を
支
援
し
ま
す
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第２部英語研究部では、「サマースクー
リング」という活動をしている。これは
夏休みを１週間利用し、地方の中学校を
訪れ、中学生と英語を通じて交流を持つ
という活動である。中学生が英語に少し
でも親しめるようにすることを目標とし、
授業の内容に英語を使ったゲームを取り
入れるなど工夫をしている。もちろん教
材も部員でオリジナルのものを作成する。
今年度は広島県にある、島の中学校を訪
れ、英語の授業やスポーツなどを通じて
交流を深めた。
スクーリングを通じて、普段触れ合う

ことの少な
い大学生と
中学生が交
流し、お互いにとってかけがえのない体
験をする。
スクーリングを行い、中学生と接して

いつも思うことがある。それは英語を教
えに行った私たちの方が、たくさんのこ
とを中学生から教えてもらうということ
である。例えば、人に教えるということ
の楽しさや難しさである。自分の考えた
授業を生徒たちが楽しんで受けている姿
を見ると、この活動のやりがいを感じる。

このようなことは、活動をして初め
て感じることができるのである。
スクーリングが終わり、大阪に帰

るときに、生徒たちが私たちの姿が
見えなくなるまでずっと手を振り見
送ってくれた姿には、本当に感動し、
何か忘れてしまっていたものを、思
い出させてもらった。
普通のキャンパスライフでは絶対

に味わうことができない、このやり
がいある活動を今後も続けていきた
い。
（文学部３年次生 柴田 優人）

私たちは、学内の福祉マップの作成と
ナビゲーションシステムの開発を行って
いる。現在、学内の各施設はスロープの
設置等バリアフリー化が進められている。
しかし、現在の学内マップには、バリア
フリー情報は載っていないため、初めて
大学に来た障害者や高齢者は、どこを通
れば良いのかわからない。また、車椅子
利用者の人たちには、私たちが歩いて少
しも気にならない緩いこう配の道や、少
しの段差も、大きな負担となる。そのた
め、負担が少なく、安全で、利用者にと
って最適なルートを提示することができ
れば、とても有用だと考えたのだ。
私たちが開発しているシステムは、単

にバリアフリー情報を地図上に表示する
だけではなく、目的地までの最適なルー
トを提示し、案内できるようにしたいと
考えている。例えば、初めて大学に来た
人は、まず案内所に行き、目的地と通り
たい道の条件を伝える。すると、目的地
までの最適なルートが選択されるので、
そのルートが入力された受信機を利用者
に貸し出す。利用者は受信機で、学内の
各所に設置する送信機から現在地を受信
し、指示されたルートを進み、目的地に
到着することができる。
メンバーは工学部の学生で、授業が終

わった後に実際に車椅子に乗って、通り

にくい場所や、スロープ等のバリアフリ
ー情報を調査したり、送受信機の製作、
ナビゲーションプログラムの開発を行っ
ている。この活動を始めてから、車椅子
に対応しているトイレは限られていると
いうことなどに気づき、また、学外のい
ろいろな場所で、ここはこうしたら良い
というように考えるようになった。一人
ひとりがこのような意識を持つことは、
街づくりを行ううえでも、とても大事な
ことだと思う。

今後は、調査で集めた情報のデータベ
ース化を進め、福祉マップ、ナビゲーシ
ョンシステムを完成させたいと考えてい
る。また、学内の調査で得た情報により、
バリアフリー化すべき場所等の改善点を
大学側に提示できれば、関西大学ももっ
と良くなっていくのではないかと考えて
いる。

（工学研究科Ｍ１ 松井 孝文）

本学では平成17年度から、「関西大学文化・学術活動
等奨励金制度」がスタートした。
この制度は文化、学術、福祉、ボランティア等の課外

活動や自主活動において優れた業績をあげる、もしくは
企画を有する個人または団体を支援し、表彰することに
より、本学の学生文化の向上に資することを目的とした
ものである。
今回の特集では、昨年５月20日から６月20日の間に

募集が行われ、企画部門に採用された３件について、そ
の報告を行ってもらった。スタートしたばかりで、まだ
まだ学生のみなさんに認知されていない制度であるが、
次年度以降も継続していく予定なので、ぜひ応募しても
らいたい。 （学生センター）

関西大学文化・学術活動等奨励金制度

ふれあいから学ぶ
たくさんのこと

サマースクーリング

バリアフリーな関大に！

関西大学内福祉マップの作成と
ナビゲーションシステムの開発

私たちは今、ロボットを
作っている。今年度から始
まった大学からの奨励金
制度の力を借りて、ロボ
ット製作を開始した。
ロボットとは言っても、

ニュースでよくやっている
「２本足で走りました」など
という企業がするような最先
端技術の追求をしているわけで
はない。できるだけ簡単な構造で、な
おかつ独創的な、今まで無かったようなものを作りた
い。そう考えて現在私たちが作っているのが、大学を
訪れた人びとを案内しながら移動するロボットであ
る。簡単とはいっても子どもでも作れるようなおもち

ゃではない。移動方法を車輪に
よるものとし、センサー等を用
いて自動的に建物を紹介しなが
ら回る。つまり、使用する側
（大学を訪れた人びと）は専門
知識を持つ必要がなく、操作も
不要、といった簡単さを重視し
ている。
メンバーは全員工学部生だ

が、ほとんどが４年次生でこの
活動とは別にそれぞれ自分の卒
業研究を抱えている。そのため
活動自体は、各自が手のあいて
いる時間にやるといった感じ
で、大勢で集まることはなかな
かできない。それでも少しずつ、
自分が今ロボットの一部分を作
る作業をしているんだ、と思う

ととても楽しい。楽しいながらも難しく、つまづくところも
多々あり、大学院生の先輩に教えてもらったりしながら活動を
続けている。
最初に作ったロボットのボディは失敗だったし、有機溶剤の

悪臭を嗅ぐこともあった（私は生まれて初めて防毒マスクを使
った）。それでも私は今、この活動を通じて「ものを作る楽し
さ」をとても強く感じている。
作るものが認められればそれもうれしいが、作る楽しさを感

じたこの活動自体が私の糧になっていると思う。これからもこ
の経験を自信にして頑張っていきたい。

（工学部４年次生 栗原 麻衣）

も
の
を
作
る
楽
し
さ
を
実
感

独創的な案内
ロボットを製作

本
号
は
、
在
学
生
の
課
外

活
動
と
学
生
支
援
に
焦
点
を

あ
て
た
特
集
を
組
ん
だ
。
課

外
活
動
で
は
、
文
化
会
系
・

体
育
会
系
と
も
に
、
本
学
学

生
が
大
活
躍
し
て
い
る
。
嬉

し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
と
も

す
る
と
、
体
育
会
系
の
活
動

に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
あ

る
が
、
本
紙
で
は
文
化
会
系

の
活
動
も
積
極
的
に
紹
介
し

て
い
き
た
い
。
と
は
い
え
、

在
学
生
の
み
な
さ
ん
、
課
外

活
動
大
い
に
結
構
で
あ
る

が
、
本
業
の
ほ
う
も
く
れ
ぐ

れ
も
お
忘
れ
な
く
。

本
学
で
は
、
二
月
一
日
か

ら
一
般
入
試
が
は
じ
ま
る
。

受
験
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
こ

に
紹
介
し
た
の
は
関
西
大
学

の
ご
く
一
部
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
関
西
大
学
に

は
、
み
な
さ
ん
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
る
。
桜
が
咲
く

季
節
の
頃
に
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
、
こ
こ
ろ
よ
り
祈
念

し
て
い
る
。（
中
野

徹
也
）

�編集後記�

川
口

美
貴
（
か
わ
ぐ
ち

・
み
き
）
教
授

専
門
は
労
働
法
で
、
特

に
労
働
契
約
法
理
を
研
究

し
て
い
る
。
比
較
法
の
専

門
は
フ
ラ
ン
ス
法
。
著
書

・
論
文
に
、『
国
際
社
会
法

の
研
究
』、「
労
働
条
件
変

更
法
理
の
再
構
成
」、「
労

働
契
約
終
了
法
理
の
再
構

成
」、「
労
動
者
概
念
の
再

構
成
」
等
が
あ
り
、
弁
護

士
で
も
あ
る
。
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